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第２２回にっぽんど真ん中祭りは、
初の「テレどまつり」としてオンライン開催！
過去最多の３７３チームが参加。
海外からは２０の国と地域が参加。

このたびは、第22回にっぽんど真ん中祭り「テレどまつり」にご参加・ご視聴いただき、ありがとうござ
いました。前代未聞のオンライン開催となった「テレどまつり」でしたが、フタを開けてみたら、3日間で
累計約150万人の方々にご視聴いただくことができました。

新型コロナウイルス感染拡大対策のために、リアル開催の代替策として実施した「テレどまつり」。当初は
消去法とも受け取れる決断でしたが、参加チームが集まるに連れ、皆さまからのこれまでに無いような
期待を感じ、テレどまつりには大きな可能性が秘められていることに気づかされました。

オンラインという開催により、より気軽に参加できる祭りとなり、日本のみならず世界中から応募をいた
だき、世界中のご当地自慢が集う、まさに「どまつり」を表す祭りになったように感じます。

中でも、ファイナルコンテストでは、ワールドワイドなチームがライバルに。軸となるのは「どまつり性（あ
なたの街にしかない個性）」。各チームが表現するご当地自慢の映像が、日本中、世界中を旅しているか
のようでした。コロナ禍のピンチを、チャンスに変え、新しいどまつりのカタチにチャレンジしていただい
た参加チームの皆さまに、心から感謝申し上げます。

オンライン開催の場は、運営側も手探りであり、準備段階から失敗の連続でした。ご迷惑をおかけしたこ
とも多々ありましたが、それでも、皆さまからたくさんの励ましをいただきました。裏方の私たちが、こ
れほどの応援を受けたことは初めてだったのではないかと思います。

「いま、どまつりにできること。」
今後、どのような状況になっても、決して芯はブレず、常に変化を受け入れる― そんなどまつりらしい
スタイルで、これからも、「全員参加」の祭りとして、皆さんと一緒に創り、皆さんから愛され、進化する祭
りを目指します。

テレどまつりへのご参加・ご視聴に、改めて御礼申し上げます。
来年、8月の名古屋でお会いできることを楽しみにしています！

２０２０年９月

公益財団法人にっぽんど真ん中祭り文化財団
第22回にっぽんど真ん中祭り学生委員会

ごあいさつ
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開催までの経緯

5月27日 第２２回どまつりの開催可否を判断するための
諮問委員会を開催
（１）日程 令和２年５月２７日（水） （２）場所 名古屋市役所
（３）委員出席者（五十音順・敬称略） 〇印：座長

主催者は諮問委員会に出席しますが、会議には加わ
りません。

2020年
2月26日

3月11日

4月10日

新型コロナウイルスによる感染症拡大防止策（先２
週間の活動制限）につきまして（第１報）

▼チーム代表者の強いリーダーシップのもと、検討いただきたい事項
１．先２週間の練習を中止すること
２．先２週間の会議・会合を中止すること
３．先２週間のイベント参加を見合わせること
４．以上の３点に加えて、先２週間の外出自粛を奨励すること

新型コロナウイルスによる感染症 拡大防止策につ
きまして(第２報)

新型コロナウイルスによる感染症拡大防止策(第３
報)ならびに祭り開催可否の決定方針につきまして

4月3日 祭りの開催可否判断と、祭り参加に伴う賛助会費
（参加費）の取り扱いにつきまして
参加申し込み（チームエントリー）を完了したのちに、第２２回にっぽんど真ん中祭りが中止
となった場合は、祭り参加に伴う賛助会費（参加費）は、返金対応

市街地開催を想定した、第22回にっぽんど真ん中
祭り 参加チーム受付開始

3月2日
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2020年4月7日 当初緊急事態宣言

2020年4月16日 緊急事態宣言区域変更(対象地域を全国に拡大)
2020年5月4日(適用日：5月7日) 期間延長(5月31日まで)
2020年5月25日 緊急事態解除宣言(全国で解除)



5月29日

第22回にっぽんど真ん中祭りは、初の「テレどまつ
り」として開催決定 世界中から参加チームを募集

第２２回にっぽんど真ん中祭りの開催可否につきましては、
４月３日付の文書にて、５月中旬～下旬に判断する旨をお知
らせしておりました。さらに４月１０日付の文書では、その判
断基準（祭りが開催できる環境）について、
第一に「安全」であること。
第二に「復興の起爆剤」として、県民・市民から開催が期待されること。
の二点を示し、共に満たさない限り、祭りの開催はあり得ないとお知らせしました。

諮問委員会の意見
そして５月２７日、開催の判断基準を満たしていることを判断するために、感染症、災害・
救急医療、観光等の専門家、さらに行政も加えた第三者機関を設置し、「諮問委員会」とし
て会合を開きました。
祭りのあり方にご関心を寄せていただける市民の皆様からは、本日に至るまで、本当に
多くのメッセージをいただきました。皆様のご期待に応えたいという私たち主催者の気持
ちは募る一方です。だからこそ第三者機関による諮問という「中立性」を求めました。
諮問委員会では、祭りの開催方法やチーム運営方法等を「祭りの開催日・開催場所」「近隣
百貨店や店舗の利用」「熱中症対策」といった全１９要素に分解し、感染リスクはどの要素
に含まれているのか、どうしたら防ぐことができるのか、といった視点で、検討を行いまし
た。一般に公開されていない名古屋市内の感染者状況等も委員にご披露いただきながら、
詳細に検討を行いました。

委員の主な意見は次の通りです。

・開催するのであれば、来場者をトレースできる環境が必要。
・開催するのであれば、人の交流を抑えるような工夫が必要。
・集合型イベントの難しさは、会場に至るまでの動線にも存在する。
・感染拡大の兆候やクラスターの発生があった場合、即時中止にできる体制が求められる。
・感染症対策の面で模範となるような取り組みをしっかり行い、例えばパブリックビューイ
ングといった行事を開催することは検討の余地がある。
・チームの練習の際は、屋内であれば収容率５０％以内かつ１００人程度を上限とし、１時間
につき２０分程度のインターバルを設けること。

これまでの経緯

チームの練習方法
諮問委員会では、チームの練習方法についても具体的に示されました。

屋内の場合：収容率５０％以内かつ１００人程度を上限とし、１時間につき２０分程度のイ
ンターバルを設けること。

屋外の場合：２メートル程度の十分な間隔をとること。

激しい運動時にマスクを着けると酸素濃度が下がる。踊るときには外した方が望まし
い。練習時にマスクを着けるのであれば通気性の良い布製が望ましい。

（添付資料：諮問委員会会議資料「熱中症予防行動」【PDF】を参照）

手指消毒や移動時のマスク着用、発熱等の症状がある者は参加を避けるといった、基
本的な感染防止策を徹底・継続することは、これらの前提です。また、全ての参加者を把
握して、トレースできるようにしておくことも重要です。 ※「チーム練習ガイドライン」を
次ページに掲載。 5
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5月29日
第22回にっぽんど真ん中祭り「テレどまつり」
参加要項発表

6月8日 第22回にっぽんど真ん中祭り「テレどまつり」
参加チームエントリー開始

7月9日

第22回にっぽんど真ん中祭
り「テレどまつり」オリエン
テーションをYouTubeライ
ブ配信

日本語、英語、中文（簡体字、繁体字）の参加要項を作成し展開しました。

「テレどまつり参加にあたっての説明会」を実施。
祭りの概要、審査や今年のコラボ企画などを発表。

8月11日 チーム演舞動画 提出締切／
審査グループ公開抽選会を
YouTubeライブ配信

6月27日

テレどまつり 動画撮影・編
集講座をYouTubeライブ
配信
ソニーストア 名古屋スタイリストによる、一眼カメ
ラやビデオカメラでの撮影・編集講座をYouTube
ライブにて配信しました。

8月13日 英語サイトからの応募チーム
を対象とした「審査グループ
公開抽選会」実施

テレどまつり本番！８月２８日～３０日開催

日本語と英語のエントリーフォームを開設し募集しました。

9



主催・スポンサー

公益財団法人にっぽんど真ん中祭り文化財団

（１）主催
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（２）スポンサー



11

参加のルール
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申込方法



日程 主な内容

８月２８日（金）
１２時～２２時

本祭１日目
アーカイブどまつり
Ａ～Ｃグループを審査など

８月２９日（土）
８時～２２時

本祭２日目 Ｄ～Ｊグループを審査など

８月３０日（日）
８時～２２時４０分

本祭３日目
Ｋ～Ｏグループを審査
ファイナルコンテスト、表彰式
フィナーレ総踊りなど

開催概要

（１）開催日程

（２）配信方法

（３）参加チーム数

（４）視聴者数（３日間のライブ配信のみ / アーカイブ視聴を含まない）

1,465,735人

３７３チーム （内、海外２０チーム） ※前年２０６チーム（海外３チーム）

第22回にっぽんど真ん中祭り 「テレどまつり」

https://www.youtube.com/user/DO
MATSURIofficial

どまつり公式YouTubeチャンネル

https://ch.nicovideo.jp/domatsuri

どまつりニコニコチャンネル
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視聴回数

テレどまつり視聴回数・視聴人数（３日間）

364,999回

121,956回

486,955回
３日間 総視聴回数

事後アンケートから算出した視聴係数＝3.01

1,465,735人
14



６月のテレどまつり参加オリエンテーションを皮切りに、公開抽選会や、テレ
どまつり３日間本番など、どまつり公式YouTubeチャンネルのライブ配信。

チャットやコメントなどで様々感想や応援のメッセージをいただき、ありが
とうございました。これからも、どまつり公式YouTubeチャンネルを通じ
て、どまつり情報はもちろん、楽しいコンテンツを配信していきたいと思い
ます。

15



3日間に渡り、YouTubeライブ配信と共に、例年に引き続き、ニコニコ動画の
ご協力により「ニコニコ動画会場」として、ニコニコ生放送をお届けしました。コ
メントでもたくさんの応援や感想を寄せられ、コメントでの祭り参加のカタチが
実施できました。

ニコニコ動画の番組へのギフトは、新型コロナウイルス感染症に立ち向かう医療
従事者への支援として全額寄付させていただきました。

8月29日(土)視聴アンケート結果 8月３０日(日)視聴アンケート結果
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当日の様子

審査ルームで審査を行うと共に、オンライン審査員制度を新設し、審査を実施。

祭nine.のみなさんと、学生委員会などが３日間のパーソナリティとして進行。

名古屋・栄のどまつり事務所に特設スタジオを構え、ここを拠点に放送しました。

検温アラートシステムを導入し、スタッフや入場者の体調管理も徹底。
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名古屋城天守閣や、本丸御殿も紹介しました。

ドコモの5Gを使って、久屋大通公園から、祭nine.生パフォーマンスも放送。

オアシス21、名古屋城、大須商店街など、名古屋の名所を中継で結びご紹介。

名古屋が生んだ、コスプレの聖地、「オアシス21」からコスプレイヤーの皆さんと共に。

見えないところで学生委員会も奮闘。 18



表彰式やフィナーレは、ソーシャルディスタンスを保つため久屋大通公園から中継。

お昼の企画時間は、みそかつや天むすなど、名古屋の名店の「名古屋めし」をご紹介。

視聴者プレゼント企画「テレどまつりキーワードチャレンジ」を実施。各日、放送内で定期
的に紹介されるキーワードを繋げて、どまつり公式TwitterをフォローしDMで答えを
送ると、抽選で祭nine.サイン入りどまつりグッズをプレゼント！応募数８１６人の中か
ら、各日６名合計１８名の方が当選されました。

日曜日の朝の学生企画には、全国の大学１年生から総踊り動画を募集。約300人の新１
年生によるオンライン総踊りが実現しました。

ソニーストア名古屋にも中継で繋ぎ、佐藤二郎さんがご出演。また、９月中旬から「プレイ
バックどまつり」として、受賞チームの映像を店舗内で放送いただきました。
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市街地での広報展開

久屋大通（桜通久屋～矢場町間の歩道街路灯）
に、例年と同様、どまつり歓迎フラッグを掲出。

サカエチカの通路バナー掲出や、西側ショーウィ
ンドウの衣装・ポスター展示も実施。

20

久屋大通歓迎フラッグ掲出 サカエチカで広報展開



終了後の展開

９月１８日～３０日までの期間、サカエチカ クリスタル広場 ヒロバビジョンで、テレどまつり大賞
「嘉們-KAMON-」、準大賞「常磐」・「愛知学院大学 常笑」の３チームを放映いただきました。

テレどまつり編集講座や当日の中継でもお世話になった、ソニーストア名古屋の大画面テレビで９
月１６日～１０月１８日までの期間、「プレイバック テレどまつり」と題して入賞上位６チームを放映。
さらに、11月上旬に移転オープンする新ソニーストア名古屋でも、ファイナルコンテストで入賞全１８
作品を放送予定。

サカエチカ デジタルサイネージとショーウィンドウでの展開

東海テレビで地上波テレどまつり特別番組放送

ソニーストア名古屋の大画面でプレイバック テレどまつり放映

21

また、１０月１日～10月２８日までの期間、サカエチカの
西側のショーウィンドウで、どまつり展を再開。今回は
チームのみなさんからお借りした華やかな衣装と共に、
どまつり応援団に続投が決定した、祭nine.の皆さんの
直筆サイン入りポスターも展示。来年への熱いメッセー
ジと共に掲出しました。



連携企画①

どまつり応援団として、「祭nine.」が就任！

2020年の「テレどまつり」開催に合わせて、東海エリアを
中心に全国に向けて活躍中の男性ユニットBOYS AND 
MENの弟分、エンターテイメント集団「祭nine.」のみなさ
んが、どまつり応援団に就任！

この夏、名古屋の祭り仲間として、３日間にわたり、テレど
まつりのメインパーソナリティーを務めるなど、画面越しで
も、大いに盛り上げてくださいました。

さらに、どまつりの総踊りとして
書き下ろした新曲
「祭花-MATSURIBANA-」も披露。
“魂燃やせ！”の熱いフレーズで、テレ
どまつりフィナーレも大盛りあがり！

また、来年2021年・第２３回にっぽんど真ん中祭りの「ど
まつり応援団」として続投が決定しました！

2020年6月29日(月) 中日新聞 10面 22



どまつり島 あつまれどうぶつの森会場 開催！
絶大な人気のゲームソフト、「あつまれどうぶつの森」に「どまつり島」を建設し、テ
レどまつり本番時に、みなさんにお披露目しました！今回のどまつり島では、あつ
まれどうぶつの森会場と題し、久屋大通公園会場メインステージ、大津通パレード
会場、ぐるめぱーくなど、にっぽんど真ん中祭りの様子を再現。

また、6月からSNSで募集した、参加チームの皆さ
んから募集した「マイデザイン」（チームの衣装デザ
イン)もあつ森会場に展示。衣装のマイデザインには、
4４チーム、１０６点もの衣装を応募いただきました。
テレどまつり本番の３日間には、大津通パレード会
場に実際にチームごとに隊列を組み、衣装を展示し、
どまつり本番の会場さながらに再現しました。
さらに、この「どまつり島」に遊びに来ていただくこ
ともできるんです！どまつり島の“夢番地”のIDを
入力するだけ。テレどまつり終了後も、しばらくは
夢番地でどまつり島に遊びに来ていただけるよう
に開放しています。ぜひ、あつまれどうぶつの森会
場に遊びに来てください！（夢番地の利用にはニン
テンドースイッチ オンラインへの加入と、インター
ネットへの接続が必要になります。）

連携企画②
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直接表彰式を行えないため、今年はなんと、テレどまつり大賞を受賞した「嘉們-KAMON-」の
みなさんの表彰式を、あつまれどうぶつの森会場で執り行いました。実際に、嘉們のメンバー
の方とオンラインで繋ぎ、祭nine.のみなさんにプレゼンターを務めて頂きました。

2020年8月29日(土) 中日新聞 夕刊 1面

テレどまつり大賞の表彰式も、“あつ森会場”で執行

どまつりオリジナルマイデザインも配布

島民代表である“どまっち”がお迎えする、
どまつり島。どまつりロゴマークをあしらっ
た、どまつりオリジナルマイデザインも作成。
SNSなどでマイデザインIDを公開し、多く
の方にご活用いただきました。
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連携企画③

大須商店街・名古屋城・オアシス21
名古屋の名所を中継で繋ぎ、番組内で発信！

2020年8月30日(日)
中日新聞 県内版 12面

大須商店街

オアシス21

名古屋城 本丸御殿

名古屋城 天守閣

テレどまつりでは、例年のどまつりでお越しいただいてい
る名古屋の街の雰囲気もオンラインでもお伝えしようと、
名古屋の名所を中継で繋ぎご紹介しました。

第一回大会から大須観音の境内をお借りして開催している
大須商店街の街並みと共に、B級グルメの食べ歩き。夜景
の綺麗なフォトジェニックな場所として世界中から注目を
集めるオアシス21では、コスプレイヤーの皆さんと共に。

さらには、名古屋№１観光地の “名古屋城”からは、名古屋
おもてなし武将隊の徳川家康公らと共にお届けしました。

25
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連携企画④

名古屋栄エリアからは
ドコモ５Gで生中継！

5G（第5世代移動通信システム）とは、
PREMIUM 4Gで提供してきた高速・大容量
をさらに進化させ、それに加えて低遅延、多数
接続の特徴を持った通信です。

いつものどまつりのメインエリアとなっている
久屋大通公園からも、祭nine.のみなさんの
生パフォーマンスなどを放送。栄エリアからの
中継は、ドコモの５Gを使ってお届けしまし
た！



８月３０日のフィナーレで放送の、どまつり総踊り「YEAH!HOPE‼」や、「晴れルヤ！」、そして新曲の
「祭花-MATSURIBANA-」の３曲のチャレンジ動画を募集。踊りだけでなく、曲に合わせた楽器演奏
や手話などの表現方法もOK。TikTokなどで動画を募集し「#どまつりチャレンジ」のハッシュタグを
付けて、総踊り動画を投稿し、今回、のべ２０００人の方がチャレンジ動画をご応募いただきました！

TikTokなどで総踊り
2,000人の大総踊りでフィナーレを飾りました！

連携企画⑤
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「#テレどまつり楽しんだもん勝ち」のハッシュタグを付けて、SNSで投稿
いただいたコメントを、番組内でご紹介しました。たくさんの投稿をいた
だき、動画視聴と共に、SNSでみんなと繋がり感想などを投稿いただき
ました。ほんの一部をご紹介します。

連携企画⑥
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公式ポスター

第２２回にっぽんど真ん中祭りの 公式ポスターを発表しました。

今年のポスターは６種類。
昨年の臨場感伝わる写真と共に、オンラインならではの強みを活かした、それぞれの
キャッチフレーズにまとめました。

「テレどまつり楽しんだもん勝ち」を合言葉に、テレどまつりのPRを行いました。

30



公式ポスター
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ファイナルコンテスト最多１８チームが出場！
大賞には“内閣総理大臣賞”を贈呈
ファイナルコンテストには一次審査の審査グループ、各１位合計１５チームと、惜敗率で全審査グ
ループ上位３チームを加えた、１８チームがファイナルコンテスト進出。いつものどまつりとは一味
違うファイナルコンテストは画面越しでも熱気が伝わってくるよう。栄えあるテレどまつり大賞は
「嘉們-KAMON-（大阪府大阪市北区）」が受賞！昨年のリアル開催に続き、二冠達成です！また、
併せて、内閣総理大臣賞も授与されました。

審査結果

昨年のリアル開催に引き続き、テレでも二冠達
成！タオルを引っ提げて、大阪の街を舞台に繰
り広げられる「Wow!SAKA!MoooveMent!!」
は、画面越しでも熱気が伝わってくるかのよう
な迫力で、お茶の間を沸かせました！

地元一宮の名所を舞台に、妖艶で華やかな常磐
の世界観をたっぷりと表現。圧倒的な映像力と演
技力を駆使し、準大賞に輝きました！

過去の映像も織り交ぜながら、落ち葉も彩る、
新作「秋錦」で挑んだテレどまつり。なんと、どま
つりのメインステージをCGで再現！

愛知県知事賞が贈ら
れました。

名古屋市長賞が贈ら
れました。

大賞・準大賞に、副賞
としてサントリー
ザ・プレミアムモルツ
が贈られました。

４位～６位に、副賞と
してサントリー伊右
衛門と伊右衛門濃い
めが贈られました。
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ファイナルコンテスト 審査結果 Teams in the Final Contest

ファイナルコンテストには一次審査の審査グループ、各１位合計１５チームと、惜敗率で
全審査グループ上位３チームを加えた、１８チームがファイナルコンテスト進出しました。

どまつり初のオンラインで３日間開催。
テレどまつり大賞は「嘉們-KAMON-（大阪府大阪市北区）」が受賞！

ファイナルコンテスト

テレどまつり大賞（内閣総理大臣賞）

準テレどまつり大賞（２チーム）
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４位 ５位

６位 ７位

８位 ９位

１０位
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優秀賞
ファイナルコンテスト１１位～１８位に該当（順不同）
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奨励賞 Second of the Group

各審査グループ２位のチームに贈られます。

奨励賞受賞チーム
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敢闘賞 Third of the Group

各審査グループ３位のチームに贈られます。

敢闘賞受賞チーム
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特別賞 Special Awards

全チーム対象・ダブル受賞の可能性あり

特別賞受賞チーム
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テレどまつり楽しんだもん勝ち大賞 Tele Domatsuri Enjoyment Award

各審査グループから１チームを選出

テレどまつり楽しんだもん勝ち大賞受賞チーム
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主なメディア露出

2020年4月1日(水) 中日新聞 21面

2020年4月23日(木) 中日新聞 市民版

2020年5月29日(金) 中日新聞 社会 25面 40



2020年4月4日(土)
中日新聞 市民版 16面

2020年5月30日(土)
朝日新聞 28面

2020年5月30日(土)
読売新聞 １２版
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2020年6月2２日(月) 産経新聞 23面

2020年5月30日(土) 毎日新聞 19面



2020年8月12日(水) 中日新聞 21面

2020年8月25日(火) 読売新聞 39面
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2020年8月26日(水) 中日新聞 県内版 17面

2020年8月29日(土) 日本経済新聞 35面
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2020年8月27日(木) 中日新聞 県内版 15面

2020年8月29日(土)
朝日新聞 29面 45



2020年8月28日(金) 中日新聞 特集面
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2020年8月28日(金) 中日新聞 夕刊 1面
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2020年8月29日(土) 中日新聞 25面

2020年8月29日(土) 毎日新聞 25面 48



2020年8月29日(土)
読売新聞 27面

2020年9月1日(火)
読売新聞 県内版 25面

2020年8月31日(月) 中日新聞 22面

2020年9月1日(火) 中日新聞 県内版 17面
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2020年8月２０日発行 東海ウォーカー／発行：株式会社KADOKAWA
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2020年8月２4日発行 タウンワーク（東海エリア）／発行：株式会社リクリート
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2020年７月２３日発行 名古屋フリモ／発行：中広

2020年８月１日発行 りそなーれ／発行：りそな総合研究所



アンケート主な集計結果（単純集計）

53

アンケート実施期間：2020年9月5日(土)～9月23日(水)
回答数：８８５件
方法：googleフォームを使用したアンケート

URLは、どまつり公式SNS、公式webサイトを通じて展開
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公益財団法人にっぽんど真ん中祭り文化財団
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